
 

 

平成２８年度 第２回（震災後 第６６回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

平成 28 年 5 月 27 日(金) 13:30～15:30 

                         陸前高田市役所 4 号棟第 6 会議室 

次  第 

◆テーマ 

「下和野市民交流プラザから学ぶコミュニティの自発的な拡がりを 

促進していくためには」 

 

 １ あいさつ 

   陸前高田市 民生部長 菅野利尚 

 ２ 内容 

（１）未来図会議のめざすところと「これから」 

陸前高田市地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏 

（２）報告 

 報告① 「陸前高田市、大槌町における応急仮設住宅訪問調査の結果から」 

岩手県大船渡保健所 所長 久保慶祐氏 

報告② 「下和野市民交流プラザの１年を振り返って」 

     社会福祉協議会 市民交流プラザ常駐員 阿部裕美さん 

報告③ 「下和野団地自治会の活動について」 

      下和野団地自治会 自治会長 臼井佐一さん 

報告④ 「下和野復興公営住宅について行政の視点から」 

      地域福祉課 課長 高橋良明 

 ※その他参加者のみなさんから 

  他地区の公営住宅の取組みや、関係団体の工夫、栃ヶ沢公営住宅の準備状況など・・ 

（３）グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」  

 ⇒ テーマ：報告から見えてきた課題とこれからの具体的な取組みに向けて 

          ～下和野での活動がさらに拡がっていくためには、他の地域において 

進めていくためにには～ 

 

３ その他連絡・アナウンス  

平成28 年度未来図会議年間テーマ 

私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 

 



【事務局：陸前高田市民生部】 

 ※次回：平成 28 年 6 月 17 日（金）13：30～15：30  

   ◆６月メインテーマ（仮）： 誰もが住みやすいまちづくりに向けて 

～今ある差別の実感、できている・できていない合理的配慮～ 

◆会場：市役所 第４号棟 第 6 会議室 

 

 

 

 

 

平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議（月１回）の予定 

 

○日程（予定） 

  H28 年：6/17（金）、 7/22（金）、 8/19（金）、9/16（金）、 

10/14（金）、11/11（金）、12/16（金） 

  H29 年：1/20（金）、 2/17（金）、 3/17（金） 

 

 

○大きな方向性：私から始める他人（ひと）ごと意識の解消 

 ～ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践～ 

 

・「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c


平成２８年度 第２回
（震災後６６回）
陸前⾼⽥市

保健医療福祉未来図会議

平成28年5⽉27⽇（⾦）13:30〜15:30
陸前⾼⽥市役所 4号棟 第6会議室

本⽇（H28.4/15）の会議の概要

◆テーマ
下和野市⺠交流プラザから学ぶ

コミュニティの⾃発的な拡がりを
促進していくためには

本⽇（H29.5/27）の会議の進め⽅①
◆タイムスケジュール 〜15︓00
（１）未来図会議のめざすところと「これから」

⇒ 陸前高田市 地域包括ケアアドバイザー 岩室紳也氏

（２）報告

報告① 「陸前高田市、大槌町における応急仮設住宅訪問

調査の結果から」

岩手県大船渡保健所 所長 久保慶祐氏

報告② 「下和野市民交流プラザの１年を振り返って」

社会福祉協議会 市民交流プラザ常駐員

阿部裕美さん

本⽇（H29.5/27）の会議の進め⽅②

◆タイムスケジュール 〜15︓00
（２）報告

報告③ 「下和野団地自治会の活動について」

下和野団地自治会 自治会長 臼井佐一さん

報告④ 「下和野復興公営住宅について行政の視点から」

地域福祉課 課長 高橋良明

※発表の都度、課題やできていることなどを確認しながら、

みなさんと共有させていただければと思います。

本⽇（H29.5/27）の会議の進め⽅③

◆タイムスケジュール 〜15︓00
（２）報告

※その他参加者のみなさんから

他地区の公営住宅の取組みや、関係団体の工夫、

栃ヶ沢公営住宅の準備状況など・・

→ 西下災害復興公営住宅自治会

ワーカーズコープ

中田災害復興公営住宅自治会

陸前高田市まちづくり協働センター

本⽇（H28.5/27）の会議の進め⽅④

◆タイムスケジュール 15︓10〜15︓20
（３）グループディスカッション

テーマ：報告から見えてきた課題とこれからの具体的な

取組みに向けて

～下和野での活動がさらに拡がっていくためには、

他の地域において進めていくためには～

15︓25〜 個別アナウンス・周知



未来図会議の目指すところと

「これから」

PDCAサイクル

計画→実施→評価→改善

で説明ができない結果

2000年 岩手県内市町村別平均寿命（女）

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/ckts00/

2005年 岩手県内市町村別平均寿命（女）

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/ckts05/

2010年 岩手県内市町村別平均寿命（女）

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/ckts10/ http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&tclassID=000001052136&cycleCode=0&requestSender=search

2003年～2007年 岩手県内市町村別
標準化死亡比（ベイズ推定値）（男）



2008年～2012年 岩手県内市町村別
標準化死亡比（ベイズ推定値）（男）

（東日本大震災による死亡を除いた場合の参考値）

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&tclassID=000001052136&cycleCode=0&requestSender=search

2003年～2007年 岩手県内市町村別
標準化死亡比（ベイズ推定値）（女）

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&tclassID=000001052136&cycleCode=0&requestSender=search

2008年～2012年 岩手県内市町村別
標準化死亡比（ベイズ推定値）（女）

（東日本大震災による死亡を除いた場合の参考値）

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_toGL08020103_&tclassID=000001052136&cycleCode=0&requestSender=search

対策が上手く行っているのは？

対策が必要なのは？
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男 女

自殺者数の推移

女性の自殺数はあまり変わらず、男女の格差は広がる

http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/whitepaper/w-2015/html/index.html
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注）2006年までは「60歳以上」だが、19年の自殺統計原票改正以降は「60～69歳」「70～79歳」「80歳以上」に細分化された。

http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/whitepaper/index-w.html
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http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/whitepaper/index-w.html

急がば回れ

メタボもこころのトラブルも

居場所づくりから

健康日本21（第2次）概念図

①地域のつながりの強化

ソーシャルキャピタルの向上 「つながり」

と言えば

「絆」？

相反するから「お互い様」

はどう読みますか絆

絆（ほだし）
手かせ 足かせ 迷惑 束縛

絆（きずな）
つながり むすびつき

信 頼

規範（互酬性）

お互い様ネットワーク

ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の三要素

３つは相互に関連

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html
絆（ほだし：手かせ、足かせ、束縛、迷惑）絆（きずな：つながり、むすびつき）



ソーシャル・キャピタル（絆〔きずな＋ほだし〕）の効用

自覚的健康度

自殺率

ソーシャル・キャピタル（絆〔きずな＋ほだし〕）

健康面の効用
行政効率

まちおこし

防災対策

治安・防犯

子育て

教 育

就 労

経済成長

技術革新

健康以外の効用

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html

総死亡率

健康行動

喫煙率

運動習慣

↑

↓

↓

↑

↑
↓

信 頼

規範（互酬性）

お互い様ネットワーク

ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）の三要素

３つは相互に関連

平成26年度厚生労働科学研究（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「地域保健対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究」

http://www.jpha.or.jp/sub/menu04_10.html
絆（ほだし：手かせ、足かせ、束縛、迷惑）絆（きずな：つながり、むすびつき）

ソーシャル・キャピタルを
いつ、誰が、どうやって

醸成？

ソーシャル・キャピタルを
いつ、誰が、どうやって

醸成？

未来図会議は

どうつながりを強化するか

どうコミュニティをつくるか

の考え方を共有する場

仮設住宅の現状を学び､下和野団地で

どうつながりを強化したか

どうコミュニティをつくったか

を教えてもらいましょう











岩室 紳也
テキストボックス
岩手日報



岩室 紳也
テキストボックス
東海新報



グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」

◆報告から⾒えてきた課題とこれからの具体的な取組みに向けて
下和野での活動がさらに拡がっていくためには、他の地域
において進めていくためには

例）集まる場
例）関係者

例）行政

8

グループディスカッションにおける
はまかだルール

１ ファシリテーター（進行促進者）にご協力を

２ 話の内容は簡潔にわかりやすく

３ テーマ、具体目標に立ち返って適切に

４ メンバーの意見を否定や排除はしません

５ 明るい表情で

６ はっきりと大きな声で



2016.5.27⾒えてきた課題、できていること①
◆陸前⾼⽥市、⼤槌町における応急仮設住宅訪問調査の結果から

課題 できていること
・相対的に住居の快適性の違いがある
・防音性、プライバシーの違いもある
・間取り、バス停までの距離の違いも重要
・復興公営住宅へ転居しての不安
・住まい方が違うため、集合住宅への抵抗ある
・心の健康（K6）の高い方がある

→病院までのアクセスに時間がかかる人は
高い傾向にある

・長期の仮設住宅生活で精神的に疲れている
・仮設住宅ごとの心の健康の程度が異なる

→アクセスが不便なところは高い傾向にある

◆大事なこと
・住居の快適性
・交通アクセス、日当たり、水はけ
・コミュニティの居心地のよさ

・バンガロー風の木造仮設住宅もある
・震災前より医療機関に通い、健康意識も高い
→命を大切にという思いが出てきてる【希望だ】

・社会福祉協議会等の見守りができている
→引き続き大切にしていく必要がある

・ラジオ体操をしているところは元気な方多い
・小友町は満足度が高い傾向にある
◆今後に向けて
・集約化にあたり、快適性を大事に
・長屋型や買い取り型の形もあってよい
・数の多さを逆に大事にする（メリットにする）

◆その他
・筋肉が減らないように（サルコペニア予防）
・県立大船渡病院、高田病院との連携
・未来かなえネットを活用
・若い世代のICTを使ったコミュニティ形成

2016.5.27⾒えてきた課題、できていること②
◆下和野市⺠交流プラザの１年を振り返って

課題 できていること
◆経緯
・2014年10月に入居スタート
・2015年4月に市民交流プラザがスタート

◆１周年のお祭りをしたことのキッカケなど

・普段、利用されている方と話し合いながら、社
会福祉協議会と協力して進んでいることができた

・いろんなパワー、つよみを持っている住民さん
たちが多数おられるおかげ…
・この市民交流プラザ開所１周年のお祭り開催

の準備や進める課程が、この1年の市民交流プラ
ザの様子を物語っている

◆2016.4.22の１周年記念まつりから

・団地の方々だけでなく、地域の方々も出てきた
り、参加してくださっている
・はまらっせん農園、麻雀会（週１回、10：00～）、

刺繍など各取組みの発表、共有ができた

・おふるまい（お昼）の作るのも住民の方々とと
もに集会室を使って150食作ることができた

・団地内に入居されている障害のある方の挨拶
もあり、お互いに知ることができた
・社会福祉協議会と一緒に花笠音頭をできた
・餅まきの餅も住民さんが作って（366個）できた
・高田音頭も踊ることができた
・準備、片付けも一緒に行うことができた

・プラザを利用する人、しない人があるが、キッ
カケづくり、積み重ねをしながら進んでいる



2016.5.27⾒えてきた課題、できていること③
◆下和野団地⾃治会の活動について

課題 できていること
◆2014年10月に入居して1年半が経った
・1号棟は6階、2号棟は7階建て

→119/120戸、入居している、人気ある
・集会室５つ ・・・いろいろ利用できている
・岩手大学のコミュニティを作っていく研修を
受けたが…
・千葉大学の各家庭の訪問アンケートから見え
てくることもある… 車のありなしは大きい
・一人暮らしで亡くなっている方もあった
・自治会総会がある（役員の改選）
→今後、移転者も出てくる、60代が少なく、70
代以上多い、若い世代は働いていて難しい

・コミュニティを作りましょう、話しましょうとは
言っているが…
→実際、どのように作っていくとよいのか

・バス停が団地敷地内にある
（でも帰ってくる便が少ない）

・町内会費：１２００円/月としている
→未納者なく、団地内の照明電気代の節電をし
て、黒字を出している

・家賃も柔軟性があってよい
・市民交流プラザで、月1回食事をする機会をもっ
ていることはよい

・外からいろいろなみなさんが来て、例えば昨年
は盛岡の学生がきてくれて夏祭りをしてくれたが、
今後は自分たちでもしていこうという声も出ている
→今でもできていることがたくさんある

・麻雀クラブは、「のまない、すわない、かけない」
で楽しくやっている

2016.5.27⾒えてきた課題、できていること④
◆下和野復興公営住宅について⾏政の視点から

課題 できていること
・相談やこまりごとへの対応がその場、その場で
対応が後手に回ることもあった

・仮設住宅から公営住宅への移る際のフォロー
の部分が弱かったのではないか

・コミュニティづくり、地域づくりという視点、取り組
みが初めてで戸惑うところもあった

・顔の見える関係づくり、入居前からそういう機会
を持っていきたい

・ハイリスク（要支援者）だけの対応ではなく、問
題が起きる前から取り組んでいきたい

・現状を知り、行政、自治会、家族、地域でできる
ことをやっていきたい

・任意の世帯調査（アンケート）も行い、交流プラ
ザとのつながり生まれたところもあった

・自治会、市民交流プラザに限らず、一人ひとり
が自分ごととして、場所を作ってくることができた
のではないか

◆行政の中で地域づくりするところは？

○○課、△△課が担当ということではなく、それ
ぞれの部署でできることをしながら、地域とつな
がり続けられることが大事ではないか

行政の中でも全てのところでそういう意識で進
めて行くことが大切



2016.5.27⾒えてきた課題、できていること⑤
◆その他、参加のみなさまから

課題 できていること
◆ワーカーズコープ林農海（りんのうかい）直売所

・転換期を迎えて、一からばらばらになることも想
定して、サロン活動を地元人を講師に迎えながら
やっている
→地域で支え合える

住民同士ができるように
→大槌の長屋タイプの70代多かったり。。

入居から半年が立ち上がったりしている
誰でも立ち寄れる場所が必要

◆栃ヶ沢災害復興公営住宅【2016年7月入居開
始予定、301戸 ※県内最大規模】

・入居開始に向け、関係機関で協議をしているの
が現状

◆西下災害復興公営住宅【2014年12月入居開
始、36/40戸】
→となり同士で顔を合わせるのが大事
→いろいろな各団体からの支援を受け、見守っ
てもらえたのがよかった
→立教大学：七夕の応援あった（材料は自分た
ちで出しながら）、お茶のみ会をしたり、クリスマ
ス会も盛大に、子どもから大人まで参加してで
きた
→草刈り等も月に1回、掃除の日を決めてやっ
ているのでよい

◆中田災害復興公営住宅【2015年11月入居開
始、129/197戸、2015年12月自治会設立】
→先日、初めてのお花見会を開くことができた
他の自治会との情報交換会を開いて、女性部、
青年部作ったりしながら進んでいる

2016.5.27グループで「はまってけらいん、かだってけらいん」

◆報告から⾒えてきた課題とこれからの具体的な取組みに向けて
下和野での活動がさらに拡がっていくためには、他の地域
において進めていくためには
・外トイレが使えないという現状があり、自治会とうまく相互にできるようにしていきたい
・仕掛けとキッカケが大事、単身者の支援、顔がみえる関係にいかにつなげるか
・生活をするには快適な環境が大事、市民も行政も自分事に考えることが大切
・食を通じての交流がやはり大事、よい
・区画整理対象地区：入居前から顔が見えるためには、住民だけは限界がある、行政の持っている情報の力
・老人クラブと道路の掃除を一緒にしている、お茶のみ会を新しい方に伝えていくことなどの機会が重要
・月１回の掃除がいい、一人世帯が多く、全員が出てきてくれるため、よい顔合わせの機会になる
・集会室にカギをかけないことで、誰でもどんなときでも使え、子どもたちも遊んでいる、トイレが使えるのもよい
・会費を集めるための定例会が毎月あることも大事
・中田団地の交流会：他の地区から入居している方にとってはイベントよい顔合わせになる
・おもてなしの心が高田の人はあり、そのことを大切にする、活用する
・「ぜんぜんやっていない～」と言いながら、実はよくやっている人たちばかりである
・中田団地の世帯数の大きさもたいへんだが、逆に小さいところも小さいなりの課題がある
・顔が見える関係性：栃ヶ沢団地は世帯数が多く、入居してからのことを見据えて取り組んでいく必要ある
・阪神淡路大震災の例から見ても、１０年くらいのスパンで見ていくことが重要
・集会所等でなんでも相談のような場を設けることの必要性



コミュニティは大事だが

いつまで行政がかかわるの

少しすると成果も見えない

で躓かないために

共有したい

何がコミュニティ？

どうつながりを強化？

集まりやすいテーマはそれぞれ違う
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交流プラザ
農園

小さいつながり

個人的なつながり

は既に進んでいる

自分たちがやりたい活動で顔がつながる
コミュニティという視点で見直すと
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住民主体の、孤立しない、
一人一人が元気な、
健康な下和野団地

コミュニティが育っている実態が見えてきます

大事なのは

コミュニティ

を堅苦しく考えず、いろんな人が

つながり続ける

環境を仕掛け続けること





平成２８年度の陸前高田市保健医療福祉
未来図会議（月１回）の予定

○日程（予定）

H28年：4/15（金） 、5/27（金）、 6/17（金）、 7/22（金）

8/19（金）、9/16（金）、10/14（金）

11/11（金）、12/16（金）

H29年：1/20（金）、 2/17（金）、 3/17（金）

○大きな方向性：私から始める他⼈（ひと）ごと意識の解消
〜ノーマライゼーションという⾔葉のいらないまちづくりの実践〜

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進、ハイリスクアプローチと
ポピュレーションアプローチの融合・実践、市民・他分野機関との協働、未来
図（計画）策定、居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり

陸前⾼⽥市保健医療福祉未来図会議
メーリングリスト

◆こちらまでお知らせください。
http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c



次回（平成２８年度第３回）未来図会議予定

◆日時

平成２８年６月１７日（金）１３：３０~１５：３０

◆メインテーマ（仮）
誰もが住みやすいまちづくりに向けて
〜今ある差別の実感、できている・できていない合理的配慮〜

◆会場：陸前高田市役所第４号棟第６会議室

◆次々回（平成２８年度第４回）

平成２８年７月２２日（金）13：30～15：30




